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「新燃料実用化研究用試験装置」

新名古屋火力発電所に完成
新燃料の実用化のため、 燃焼・排煙処理技術の確立を目指して

昨年10月から新名古屋火力発電所構内に建設していた「新燃料実用化研究用試験

装晋」が完成し、 9月21日から試験を聞始した。

この装置は、 燃料の燃焼から排煙処理に至るまでの一頁したトータルシステムと

して、 実用規模の試験ができるものである。

将来の火力発篭用新燃料（オリマルジョン、 CWM 、 同燃料比炭）について、 65年

3月まで試験を行う。

（総合技術研究所 機械研究室）
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